




























は じ め に ー「罰 な き 社 会 」の ユ ー トピ ア
行 動 分 析 学 を 創 始 し た スキ ナ ー(B.  F. Skinner)
は 、1979 年 に 慶 応 義 塾 大 学 から名 誉 博 士 号 を 授 与 さ
れたときに 、「罰 なき社 会(The Non-Punitive Society) 」と
題 する 講 演 を 行った(Skinner,  1979)。人 類 は 餓 えや 疾
病 、過 酷 な 労 働 という嫌 悪 事 態 からは 農 業 や 医 療 、技
術 の 発 展 によってそ れ らを 回 避 する 術を入 手した が、現
代 社 会 は 戦 争 や テロリズム 、組 織 犯 罪 などの 脅 威 に 未
ださらされ たままであり、政 治 学 者 は 政 府とは 処罰 権 力
で あるとさえ 言ってい る。教 育 にもまた罰 によって 子ども
たちを 制 御してきた 長 い 歴 史 かお る。子どもたちを 罰 す
る杖 や 皮 の 鞭、塊 状 の 棒があった 。子どもたちは 成 績 が
悪 いと受 けな け れ ば ならない 罰 を 回 避 するた めに 必 死
に 学 んだ 。労 働 者 に お い ても、賃 金 は 報 酬として 機 能
すると思 わ れ るか もし れ ない けれ ども、実 際 はそうで は
なく、しっかり働 かない ともたらされ る減 給や 解 雇 を恐 れ
て、そ れ を 回 避 するため に労働 に日夜 勤し む。な ぜ罰 は
現 代 社 会 にお い てこうも、行 動を 制 御 する主 要 な手 段 と
して使 い 続 けられて い るのだろうか。人 々は 相 互 に な ぜ




用を学 習してしまった からであり、罰 の 使 用が 大きな 力 を
持 つ ゆ えに 、そ れ が 強 化 されてしまった か らで あ る。罰
の 使 用 に よって 即 時 に 得られ る 報 酬 が、後 に 遅 れ て や
ってくる不 利 益や 損 失 よりもけるか に 強力 だ からで あ る。
このような 罰 の 使 用 に 替 わる先 の 農 業 や 医 療 に 匹 敵 す
る技 術 として、「行 動 変 容(behavior modification) 」が 挙
げられ る。行 動 変 容 は 実 験 行 動 分析 学 で いう正 の 強 化(positive
reinforcement) による行 動 形 成を 強 調 する。罰
の 使 用 に替 わって、報 酬 や 罰 の 様 々な 結 果 の科 学 的 な
分 析をとおして、そ れ ぞ れ の 文化 のな かで 、い つ か は 行
動 変 容 が 実 践される社 会 になるだろう。
スキナ ー はこうして正 の 強 化 によって構 築され る「罰 な
き社 会 」を 構 想して、そ の ユ ートピ ア 社 会 を小 説『 ウォ ー
ル デン・ツー(Walden  two)』(Skinner, 1962)のなか に 実 現
し た。正 の 強 化 によって人 々 の“成 功" ど 進 歩" が 獲 得
される 社 会 で ある。罰 を 回 避 する行 動 からぱ 幸 福" は
得 られ ない 。自発し た行 動 が 正 の 強 化 を 随 伴 さ れ たと
きに 、そ の 行 動 をもっ と自発したい と思う。そしで 幸 福"
を感じる。“ 幸 福"とは 正 の 強 化 子(positive reinforxer)を
所 有して いることで は ない。他 者 からの 注目や 社 会 的 賞
賛 などの正 の 強 化 子 が 随 伴 するような 行 動 を することで
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2。行 動 分 析 学 の 原 理 の 応 用
20 世 紀 の 初 頭 、ワトソン(J.B.Watson) は 、心 理 学 は
自然 科 学 と同 様 に 科 学 として 体 系 化 され な け れ ば なら
ず、そ の た め に は 心 理 学 は 、観 察 可 能 で 測 定 可 能 な
環 境 の な か にあ る刺 激と行 動としての 反 応 との 関 係 を
研 究 す べ きで あり、この 刺 激(S) と反 応(R) の 関 係 を 知
ることに よって、生 体 の 行 動 の 予 測 と制 御 が 可 能 に な
ると主 張し た。心 理 学 に お ける 行 動 主 義 の 台 頭 であ る(Watson,
 1913)。
スキナ ーは ワトソン のこの主 張を 継 承して、「実 験 行 動
分 析 学(experimental analysis of behavior) 」す な わち 現
在 で は 簡 略して言う「行 動 分析 学(behavior analysis) 」を
創 設した(Skinner,  1938)。しかし な がらスキ ナ ー は 、行
動 を 科 学 的 に 研 究しよう とす るワトソン の 考 え 方 に は
賛 同し たもの の 、S-R パ ラダイムで は 、とくに反 応 に先 行
す る環 境 刺 激 が 曖 昧 な ときに は 、行 動 の 生 起 を 説 明
することが 困 難 で あ ると感じて い た 。スキナ ー は ラット
を被 験 体 として 実 験 を重 ねるな かで 、行 動 に 即 時 に後
続 する 環 境 事 象 が、行 動 に先 行 する 事 象と同じくらい
あ るい はさらに多 くそ の 後 の 行 動 の 生 起 に 影 響 を及 ぼ
すことを観 察した 。こ れ をもとに 、「三 項 随 伴 性(three-term contingency)
」す な わち 刺 激(S:stimulus) 一反 応(R:responce)
一 刺 激(S:stimulus) か らなる関 係 の 関 数 分
析 を 行うべ きことを主 張し 、そ の 行 動 をオ ペ ラント 行 動(operant
behavior)と呼 んだ 。スキナ ー の 関 数 分 析とは 行




その 後 、この三 項 随 伴 性 の原 理 が人 間 行 動 に おい て
も成 立 するどうか の 研 究 が 始 まり、最 も初 期 には 、18歳
の重 度 知 的 障 害 のあ る青 年 を対 象 に 、砂 糖 水を 随 伴
させる正 の 強化 によって腕 上 げ 行 動 を 形 成 することに成
功した(Fuller, 1949)。さらにそ の後 盛 ん に研 究 が 行 わ
れ 、1950 年 代 後 半か ら1960 年 代 にか け て、「応 用 行 動
分 析 学(applied behavior analysis: ABA) 」として知られ る
分 野が 発 展し た。そうした なか で、「問 題 行 動 」を 変 容 さ
せるた めに 環 境 変 数を 見 出して操 作 する試 み が 行 わ れ
るようになり(Ayllon  &  Michael,1959) 、その 後も社 会 的 な
「問 題 行 動 」や 発 達 障 害 に 対しても 三 項 随 伴 性 の 原 理
が 応 用され 、そ の 有 効 性 が 実 証 され てきた 。自 傷 行 動
や 攻 撃 行 動 などの「問 題 行 動」も、環 境 のな か に存 在 す
る刺 激 とそ れ に 対 する反 応 との 関 数 関係 として 説 明で き
るようになった(Durand,  1987)。
「問 題 行 動 」を 扱っ た 応 用 行 動 分 析 学 の 初 期 の 研
究 は 、問 題 行 動 の 頻 度 や 重 篤 度 を 減 少 させ 、適 切
行 動 の 獲 得 を 促 進 させ る試 み が 行 わ れ た(Wilkins  &Matson,
 2009)。結 果 事 象を 操 作 す れ ば、「問 題 行 動 」を
減 少させることは 可 能 で あることは す で に 数 多くの 研 究
で 実 証されて はい たもの の 、一方 で 長 い 間 、十 分な検 討
が 行 わ れな いまま に罰(punishment) の 使 用 による嫌 悪
手 続き(aversive procedure) を用い ることが 懸 念されて い
た 。罰 の 使 用 は 望 ましくな い 副 作 用をもたらすことが 指
摘されて おり、可 能 な 限り正 の強 化 による行 動 の 制 御 を
行 うことが 推 奨 された。
オ ペ ラント行 動 の 視 点 か ら言 え ば 、生 体 が 異 な れ
ば 、そ の 生 体 の 行 動と環 境 との 相 互 作 用 として の 関 数
関 係 は 、そ れ ぞ れ 異 なるとい うことに 配 慮 す べ きであ
る。応 用 行 動 分 析 学 の 特 徴 は 、生 体 の 行 動 と生 体 が
置 か れ た 環 境 との 相 互 作 用 を 徹 底 的 に分 析して 、生
体 の 行 動 を 引 き 起 こし 維 持 して い る 変 数 を、環 境 の
な か に 同 定 す ることをとおして「問 題 行 動 」の 生 起を 制
御しようとする 科 学 的 に 実 証 され た 方 法 で あるというこ
とで あ る。「問 題 行 動 」に 対 処 す る応 用 行 動 分 析 学 の
枠 組 み として は 三 項 随 伴 性 を 採 用し 、さらにこの枠 組
み に 状 況 要 因 で あ るセッティング 事 象(setting events)(Bijou
  &   Baer, 1978)や 動 機 づ け 要 因であ る確 立操 作(establishing
operation:EO)(Michae い988) に 配 慮した
対 処 が 求 められ よう。
3。罰による不適切行動の減少と倫理
Lovaas  & Simmons(1969) は、自閉症の自傷行動(自
分を叩く)の生起に随伴して電気ショックを提示させる
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ことによって 、そ の「 問 題 行 動 」の 減 少を 試 みた 。 自 傷
行 動 が 深 刻 な 事 態 に 陥ることが 予 想 され たので 、嫌 悪
刺 激 の 使 用 による罰 の 操 作 が 適 当で あると判 断し た 対
処 で あ った 。手 続 きとして は 、白傷 行 動 に 対 する 消 去(extinction)(
無 視: 負 の罰) と電 気 ショックの 提 示( 正 の
罰) で あっ た 。1名 の 参加 者 は90 分 間 の 消 去 セッション
に お いて、自傷 行 動 が 生 起しなくなるまで9000 回 に も及
ぶ 自 傷 行 動 が 観 察され た。
消 去 セッションと並 行して 罰 セッション が 実 施 され た。
この 参 加 者 は 、実 験 者 の 膝 の上 と部 屋 の2 力 所( 各5 分
間 と10 分 間) で 生 起し た自 傷 行 動 に 後 続して、1秒 間 の
電 気ショックが随 伴され た。この 電 気 ショックは 、全 セッ
ションのうち4 日間 だけ だったが 、合 計12 回 施 行 され た 。
この 実 験 の 従 属 変 数 は 、膝 の上 と部 屋 の2 ヵ 所 で 生 起
した 自傷 行 動 の 頻 度と逃 避 行 動 、泣き出 す 行 動 の 出 現
であった 。
結 果 を みると、10セッション で、部 屋で は 自傷 行 動 は
消 去した が 、別 の 部 屋 に は 般 化しな かった 。そして 、30
セッション 後 に は 自傷 行 動 はまったく見られ なくな り、電
気 ショックの 随 伴 がなくても出 現し なくなっ た。また 、罰
を 随 伴 させる 実 験 者 がい ない と初 め の頃 は 自 傷 行 動 が
出 現し た が 、30 セッション からは 実 験 者 の 一人 が 電 気
ショックを提 示 することによって、そ れ 以 外 の 実 験 者 でも
自 傷 行 動 が 減 少し た。そして、電 気 ショックを 随 伴 させ
ると、実 験 者 か らの回 避 行 動 や 泣き出 す 行 動も 減 少し
た 。電 気 ショックはそ の 場 面 で の 他 の 行 動も 抑 制 す る
ことが 可 能 に なった。場 面 が違 うと般 化 は 見られ な か っ
た 。ただし 、数 回 の 電 気ショックを随 伴させると自傷 行 動
を 減 少させることができた。
この 研 究 で は 、電 気 ショックや 無 視を するとい う罰 の
操 作 の 一定 の 効 果 が示 されてい るが、現 在 で はこのよう
な 罰 の 使 用 による嫌 悪 手 続 きは 、倫 理 的 な 問 題 を 含 む
ため に 適 用 が 必 ずしも推 奨され ない 。罰 の 操 作 に は 他
に 、正の 罰 として過 剰 修 正(overcorrection)(不 適 切 行 動
が 生 起したら、そ れ を 復 元 す る以 上 に適 切 行 動 を 行 わ
せる)、負 の 罰 としてタイムアウト(timeout)(不 適 切 行 動 が
生 起したら、正 の 強 化 子を 得 る機 会を 一 定 時 間 除 去 す
る)、レスポンスコスト(response cost)(不 適 切 行 動 が 生 起
したら、一 定 量 の正 の 強 化 子 を除 去 する)などかお る。こ
うした 嫌 悪 手 続きは そ の 適 用 に 制 限 があ ること、そして
嫌 悪 的 な 副 作用(Newsom,  Favell, &  Rincover,  1983)
や 、他 の 場 面 に 般化し にくい(Lovaas  &  Simmons,   1969)
などが 報 告されてい る。
不 適 切 行 動 とは 別 の 標 的 行 動 を 強 化 し 、 不 適
切 行 動 は 無 視 をして 消 去 す る 手 続 きを「分 化 強 化
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(Differential Reinforcement:DR) とい う。分化 強 化 に
は 、DRI( 不 両 立 行 動 分 化 強 化: 不 適 切 行 動 と相 容 れ
ない 標 的 行 動 を 強化 し、不 適 切 行 動 の生 起 は 無 視) 、DRO(
他 行 動 分 化 強 化: 不 適 切 行 動 が 一 定 時 間 生じ な
かったら強 化し、不 適 切 行 動 の 生 起は 無 視) 、DRA( 代
替 行 動 分化 強 化: 不適 切 行 動とは 別 の 標 的 行 動 を強 化
し 、不 適 切 行 動 の 生 起は 無 視)などが ある。不 適 切 行 動
としての「問題 行 動 」には 負 の罰 の 操 作を 行う。
負 の 罰 の 操 作 としての 消去 の 手 続 きは 、時として 適 用
が好 ましくな いことがある。極 めて 重 篤 な自 傷 行 動 や 強
烈な 攻 撃 行 動 、甚 だしい 物 壊し 行 動 、異 食 行 動 など に
対して は、そ の適 用を 慎重 に検 討 する必 要があろう。
罰 の 使 用 に 際しては 、そ の「問 題 行 動」が 何 によって
強化 され 形 成・維 持 されてい るのか という、そ の“機 能" は
検 討 され ない。分 化 強 化 のDRA の手 続 きを用い て、「問
題 行 動 」に 対 する強 化 随 伴 を除 去しな がら、そ の「問 題
行 動」と等 価 な機 能を 持っ た適 切 な 代 替 行 動を 強 化 す
るという、機 能 分 析 にもとづく「問 題 行 動 」の 対 処 へ とそ
の 後 発 展していった 。
これ まで にあ げ た 不 適 切 行 動 へ の 対 処として 推 奨 さ
れ る罰 操 作 の 順 序 は、1.分 化 強 化: 正 の 強 化 と負 の 罰(
消 去)(DRI,  DRO,  DRA)2. 負 の 罰( 消 去)   3.正 の 罰(
レスポ ンスコスト、タイムア ウト、とされ ることがある。この
順 に、随 伴 する罰 の 強 度 が 高くなると言えよう。
しかしな がら、対 処 に一 刻を 争 うような 重 篤 な 行 動 上
の 問 題 や 生 命 を 脅 か すような 自 傷 行 動 に 対して、身 体
拘 束 や 抑 制 手 続 き、嫌 悪 刺 激 による罰 手 続 きの 使 用
もや む を 得 な い 場 合 か おるということも指 摘 され てい る(Iwata,
 1988)。そ れで も、嫌 悪 刺 激 の 使 用 や 消 去 は や
は り倫 理 的 な 視 点 か ら熟 慮 が 求 めら れ よう。消 去 の 際
の“バ ースト現 象" で は、強 化 刺 激 を 随 伴 させ ない と、一
時 的 にそ の「問 題 行 動」の 程 度 や 頻 度 がそ れ まで以 上
に 増 加 す ることがある。「問 題 行 動 」へ の対 処として、社
会 的 に 高く評 価 されて いる 手 段 を 使って 社 会 的 に 高く
評 価され る結 果 をもたらして い るか どうかという、社 会的
妥 当性 の 観 点 か らも倫 理 的 に妥 当 で あるかどうか の 検







を探 ろうとする機 能 アセ スメント(functional assessment) 、
機 能 分 析(functional analysis)の 試 みが 開始 され た。「問
題 行 動 」の“機 能" という用語 は 、そ の「問 題 行 動 」が 環 境
に及 ぼ す 影 響 や 作 用 のことであり、「問 題 行 動 」の 結 果
が またそ の「問 題 行 動 」に影 響 を及 ぼ すという相 互 的 関
係 を意 味してい る。
機 能 アセ スメントとは 、行 動 の 機 能 を 決 定 ナ る手 続 き
であり、「問 題 行 動 」を 強 化して い る 要 因 や 糸気持 させ て
いる 要因 の 分 析と、問 題 行 動 の 生 起 に 関 わる先 行 条 件
の 分 析 か ら成 って い る。このような 要 因を 環 境 のな か に
同 定 する作 業 で ある。問 題 行 動 の 機 能を 同 定 してい く
機 能 アセ スメントの方 法 に は 、① 間接 アセスメント(面 接
聞 き取り):行 動 機 能 チェックリスト質 問 紙(QuestionnaireBehavior Function Checklist: QBFC)
、機 能 ア セ スメント
インタビュー(Functional Assessment Interview: FAI) 、動
機 づ けア セスメント尺 度(Motivation Assessment Scale:MAS)
、② 記 述 ア セ スメント(行 動 の 観 察 記 録) ：機 能
アセ スメント観 察(Functional　Assessment Observation:FAO)
、③ 実 験 アセ スメント(実 験 試 行) 、がある 。アナロ
グ・アセ スメント(analogue　assessment) によって、「問 題 行
動 」の 生 起や 維 持 に 関 わる 環 境 要 因 に 関して 、実 験 的
に 因 果 関 係をよりい っそう厳 密 にアセスメントすることがで
きる。(e. g. Iwata, Dorsey,  Slifer, Bauman,  K. E., &Richman,
 1982)。
そ れ ぞ れ の 利 点と欠 点として 間 接 アセ スメントは 、直
接 観 察 の 必 要 がな い 、迅 速 で お 金 がか か らな い 、子ど
もの 行 動をよく知 って い る 親 や 養 育 者 は 重 要 な 情 報を
持 つ 。欠 点 としては 、想 起 によるので 正 確 性 が 曖 昧 で 、
不 完 全 であり、この方 法 はし ば しば 不 適 切 で 、信 頼 性
が 低 い。
記 述 アセ スメントは 、利 点としては 、行 動を 直 接 観 察
する、自 然 な 環 境 で 行う、行 動 そ れ 自体 を 扱 わ ない の
で 安 全 であ る。欠 点 として は 、相 関 を求 める、行 動 が 生
起しない ことがあ る、総じて信 頼 性 が低 い。先 行 事 象 と
結 果 事 象 を 体 系 的 に 操 作 する 実 験 アセ スメントにつ い
て は 、利 点として、明 確 な 結 果 が 得られる、迅 速 である、
信 頼 性 が 高い 強 化 関 係 が 得 られる、欠 点 として、「問 題
行 動 」を生 起させる、特 別な 訓 練 を要 する、などがあ げら
れる。しかし、「問 題 行 動 」に対 処 するた め に前 もって 行
う機 能 アセ スメントにもとづく方 法 は 、先 に 述 べ た 行 動を
直 接 的 に 消 去 するアプロ ーチ に 比 べて、制 限 がより少な
く、より倫 理 的 で あると言 えよう。
「問 題 行 動」の 個 別 の 機 能 につ いては 、「問 題 行 動 」の
機 能 は一人ひ とりによって異 なる。一人ひ とりに お ける「問
題 行 動」の機 能 ア セスメントを 行う必 要 があ る。また、「問
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題 行 動」の異 なる形 態 の 多 様な 機 能 や 一人の クライエ ン
トにとって 異 なる 機 能 を 持 って い る行 動 の 様 々な機 能 、
あるい は 低 生 起 頻 度 行 動 などの 機 能 アセ スメントにつ
い ても、配 慮 する必 要 があ ろう。さらに 、トウレット症 候 群
の チ ックや 強 迫 神 経 症 の 強 迫 行 動 などのように生 理 的
な 起 源 があり、ストレスフル な 環 境 がそ れ らの 行 動 の引
き金 に なるような“目的 のない 行 動" は 、機 能 アセスメント
や 機 能 分 析 の対 象 から除 外されよう。
機 能 アセ スメントや 機 能 分 析 の 適 用 は1980 年 代 の
初 頭 に始 まり、30 年 以 上 が 経 過した 。そ の 間 に 、対 象
の 拡 大 、取 り扱 う行 動 の 拡 大 、場 面 の 拡 大 な どが 見
られて いる 。Wacker,  Berg,  Harding,  Derby,  Asmus,  &Healy(1998)
は 、1歳 から6歳 まで の「問 題 行 動 」を 示 す 幼
児28 名 の 親 に 、後 述 する機 能 的 コミュニ ケー ション 訓 練
と機 能 分析 の 仕 方 を指 導した 。 ADHD( 注 意 欠 陥 多 動
性 障 害) の幼 児 に対して、早 期 介入 を行 ってい る日常 の
生 活 場 面 で「問 題 行 動 」の 機 能 分析 を行った(Dupaul  &Ervin,
 1996)。また、行 動 へ の 拡 大としては 、攻 撃 行 動 、
破 壊 行 動 、ステレ オタイプ 行 動 、か んしやく行 動 、異 食
行 動 な ど に 応 用 され て い る。病 院(Wacker,  Steege,Northup,
 Sasso,  Berg,  Reimers,  et al・,1990) や 学 校(Weber,
 Killu, Derby, &  Barretto, 2005)、家 庭(Arndorfer,Miltenberger,
 Woster, Rortvedt, &  Gaffaney, 1994)でも使
われてい る。
1960 年 代 の 数 多くの研 究で 、「問 題 行 動」を 変 容 する
た め に“他 者 か らの 注 目"の 随 伴 を操 作して い る。自 傷
行 動 は 社 会 的 正 の 強化 によって形 成・維 持され るとした(Can-,
 1977)。また、幼 児 の 泣 き行 動 に対 して保 育 士 が
注 目を 随 伴しない で 無 視をし続 けるとい う消去 の手 続 き(Hart,
 Allen, Buell Harris, &  Wolf,  1964)や 、学 級 や 家
庭 に お ける「問 題 行 動 」に 注 目しない という消 去 の 操 作
をとおして、「問 題 行 動 」を 除 去 す ることがで きた 。こうし
て、1970 年 代 まで の 研 究 から、「問 題 行 動 」が 社 会 的 正
の 強化 によって形 成・維 持されるとい う仮 説 にもとづく数
多くの 実 験 をとおして 、社 会 的 賞 賛 を完 全 に 除 去 す るこ
とによって、白傷 行 動 をほ とんど 減 少 できることを 実 証し
た(e. g. Lovaas  &  Simmons,  1969)。し かし他 方、好 きな
食 べ 物 や 好きなお もちゃなどがもらえるという他 の タイプ
の 社 会 的 正 の 強 化 によっても、攻 撃 行 動 が 維 持され る
ことが示 され た(Patterson, Littman,  &  Briker, 1967)。
Weeks  &  Gaylord-Ross(1981) は 、困 難 な 課 題 に直 面
したときに「問題 行 動 」を 起こすことに よって、その 課 題 か
ら逃 避 できることで 、そ の「問 題 行 動 」が 負 の 強 化 に よっ
て維 持されてい ることを明らか にした。
また 、例 えば 、身 体 の か ゆ み 感 覚 は か ゆい 身 体 部 位
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を“ 引っ 掻く行 動" によって 逃 避 で きる。よい 香りの 花 の
“香りをかぐ 行 動" は 、よい 香りとい う感 覚 刺 激 にJこって 自
動 的 に 強 化 されて い ることが 予 想 され る。このように 、誰
か によって 強 化 刺 激 が 随 伴 提 示 され なくても自動 的 に
強 化 され る。自己 刺 激 行 動 や ステレ オタイプ 行 動 の多く
が 、このような 自動 的 強 化 に よって、形 成・維 持され て い
ると考えられ る。
2。機 能 的 等 価 性 に よ る 適 切 行 動 の 形 成
「問 題 行 動 」の 機 能 は 、総じてコミュニ ケ ーション 行 動
の 機 能と等 価 なものであると仮 定されてきた 。とくに 音 声
言 語などの 適 切 なコミュニ ケ ーション 手 段 をもたな い 知
的 障 害 や 発 達 障 害 のあ る人 たち にとって、そ れ は 機 能
的 コミュニ ケ ーション 行 動 の 役 割 かおり(e. g. Carr, 1988)、
音 声 言 語 などの 適 切 なコミュニ ケ ーション手 段を とるこ
とを 回 避し 、「問 題 行 動 」を 実 行 す ることで そ の 目 的 を
果 たして い る。従 って、不 適 切 行 動 を 単 に「問題 行 動 」
として 捉 え、罰 を 使 用 する嫌 悪 手 続 きを用 い てそ れ を
除 去しようとするだ け で は 、「問 題 行 動 」を 示 す人 た ち
のコミュニ ケ ー ションの 機 会 そ のものを 剥 奪してしまうこ
とになる。 Carr(1988)のい う「機 能 的 等 価 性(functionalequivalence)
」とは 、異 なる反 応 の 形 態 に共 通 に 見 出 さ
れ るコミュニ ケーション 機 能 の同 一 性 のことであ る。そ の
機 能 には 、“事 物 や 活 動 の 要 求" 、“ 嫌 悪 事 態 か らの 逃
避・回避" 、“注 目の 要 求" が 挙 げられ た。
このように 、不 適 切 なコミュニ ケ ーション手 段として の
「問 題 行 動 」を、機 能 的 に等 価で 適 切 なコミュニ ケ ーショ
ン 行動 へと代 替していく訓 練 は 、「機 能 的 コミュニ ケ ー
ション 訓 練(functional communication training) 」と呼
ば れ 、そ の 訓 練 手 続 きは「コミュニ ケ ーション 行 動 の 分
化 強 化(Differential Reinforcement of Communicativebehavior)
」と言 わ れてい る(Carr&Durand,  1985)。
この 機 能 的 コミュニ ケ ー ション 訓 練 に よって 、白 傷 行
動 、攻 撃 行 動 、かんしやく行 動(Carr&Durand,  1985)、
自 己 刺 激 行 動(Durand  &  Carr,  1987) 、エ コ ラリア(Durand
 &  Critnmins,  1987)などを 適 切 なコミュニ ケ ーシ
ョン 行 動 に代 替 できることが 実 証され た。
3。自 傷 行 動 の 機 能 と 機 能 に 基 づ く支 援(FBS)
「 白傷 行 動「self-in」urious behavior: SIB)とは 、自 分
の 身 体 に損 傷 を 実 際 に 生じさせ たり、あるい は 生じさせ
る恐 れ の ある 行 動 で あり、限 定 され た 明 確 な形 態 をも
つ 観 察 可 能 な 行 動 」(Schroeder, Schroeder,  Rojahn,  &Mulick,
 1981)、あるい は「し ばしば 頻 繁 にリズミカル に反
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Mulick,  1981)、あるい は「し ばしば 頻 繁 にリズミカル に反
復され、そ の 行 動をして いる個 人 に身 体 的 な 危 害をもた
らす 行 動 クラス」(Fee &  Matson,  1992) である。自傷 行 動
の 強 度 は 、生 命 を脅 かす ほ ど重 篤 な 自傷 の 程 度 から、
そ れ ほ ど損 傷を 及 ぼさない 程 度 のもの まで 連 続 体 で あ
る。自傷 行 動 は 必 ずしも自 閉症 に 特 有の 行 動 で はない 。
自傷 行 動 の形 態 のなかで 数 多く出 現する のは 、頭 叩 き、
庸 蓋・ささくれ を宅 る、四肢 を噛 むなどであ る。
自傷 行 動 に関 する初 期 の 研 究 が、小 児 分 裂 病( 当時)
の子どもを対 象にロバ ースらによって行 われた(Lovaas,Freitag,
 Gold, &  Kassorla, 1965)。ロバ ースらは 、自 傷 行
動を 示 す 自閉 症 児 に 正 の 強 化 刺 激 で ある周 囲 にい る
人 から の 注 意 を 計 画 的 に撤 去 することで 、自傷 行 動 の
減 少 に 成 功した。す な わち、自傷 行 動 を維 持してい る要
因 としで 他 者 からの注 意" という刺 激 が強 化 機 能 を持っ
てい ることを 実 証した。
Carr, Newsom,&  Binkoff(1976) は 、逃 避 行 動 に よっ
て 維 持 されて い る 自傷 行 動 の 機 能 を 実 験 的 に 証 明し
た。このように、「問 題 行 動」は 対人 関 係 などの 社 会 的 動
機 づ け を有 する行 動 であり、そ れ らを維 持して いる変 数
ぱ 正 の 強 化(注 目や 事 物)"が 負 の 強 化(回 避 や 逃 避)"
であ ることが 指 摘され るようになっ た(Carr, 1977)。
CaiT(1977) は 、応 用 行 動 分析 学 の 枠 組 みの なかで 、
「問 題 行 動 」を 維 持 させ て い る条 件 につ い て 仮 説 を 立
て、そ の仮 説 にもとづ いて 対 処 方 略 を 考 えるシステムを
考 案し た 最初 の研 究 者 の 一人で ある。自 傷 行 動 の 機 能
に 関 す るこのレビュー 論 文 は 、機 能 分 析 の方 法 の 開 発
に 大 きな 影 響 を及 ぼし た。こ の論 文 の なか でカ ー は ま
た 、自傷 行 動 は 環 境 から の 次 のような 随 伴 性 によって
維 持されてい るだろうとした。そ れらは 、“ 社 会 的 正 の 強
化(social positive reinforcement)"、“負 の 強 化(negativereinforcement)"
、“ 感 覚 強 化" す な わぢ 自動 的 強 化(sensory
or automatic consequences)" である。
Iwata, Dorsey,  Slifer, Bauman,  &Richman(1982) は、
包 括 的 な 実 験 的 機 能 分 析 によって、「問 題 行 動 」の3 つ
の機 能 を最 初 に 実 証した。3つ の機 能 とは 、“ 社 会 的 正
の 強 化" 、“負 の 強 化" 、そしで 自 動 的 強 化" であ る。自
傷 行 動 を示 す 発 達 障 害 のあ る9 名 の 子どもと青 年 を対
象 に 、多 層 要 因 実 験 計 画(各 条 件 につ い て15 分 間 の セ
ッション を交 替 で 実 施して 、自傷 行 動 の 生 起を 比 較) に
よる 実 験を 行っ た。4つ の 実 験 条 件(" 課 題" 、“独りぼっ
ぢ 、“ 社 会 的 不 賛 同" 、“遊 び") で、最 初 の3 つ の 条 件 は
これ まで に仮 定され た行 動 の3 つ の 機 能(" 社 会 的 正 の
強 化" ご 負 の 強 化'ヅ‘ 自動 強 化") が 現 れ るように 構 成
され たご 遊 び" は 統 制 条 件 であった 。“課 題" は 逃 避 の
機 能で、自傷 行 動を示したら課 題 を撤 去 する。“ 独りぼっ
ぢ 条 件 で は 、おもちゃも何もない 部 屋 に子ども が一人で
置 か れ た自動 的 強 化 の機 能 の 操 作 を行 う。そし で 社 会
的 不 賛 同" 条 件 で は 、子どもと実 験 者 はいろ い ろな おも
ちゃがあ る部 屋 に入り、実 験 者 が 仕 事 をして い る間 、子
どもは 一人で 遊 んで い るように 言 わ れ 、自傷 行 動 が 起こ
ったりバ ースト現 象 が 起こっ たら、実 験 者 は 子ど もの肩 を
たたきな がら「止 めなさい 」と言う注 目の 機 能 の 操 作 を す
る。
実 験 は 、自傷 行 動 の出 現 が一 定 水 準 になる か 自 傷 行
動 の 不安 定 な 水 準 が5 日 間続 く、あるい は12 日 間 のセッ
ション が終 了 するか のい ず れ かで 終了 する。 15分 間の セ
ッション は24 回か ら53 回 継 続した。
結 果 を見ると、各 参 加 者 にお ける 各 条 件と各 反 応 型 と
参 加 者との 間 で 有 意 な 関 係 か おることが 実 証さ れた 。こ
れ は す な わち 、「問 題 行 動 」の 特 定 の形 態 には そ れ を生
起させる一 つ の 原 因 があるば かりで は なく、む しろ 環 境
事 象 との 関係 で「問 題 行 動 」が 学 習 され ることを 示 す。そ
れ は 、参 加 者ごとに 異 なる 学 習 の歴 史 に依 存して いた 。
つ まり、ある 参 加 者 にとって 自 傷 行 動 は 注 目 に よって 維
持され 、別 の 参 加 者 にとって は 課 題 の 要 求 か らの 逃 避
や 自動 的 強化 によって 維 持されてい ることが 明 らか に な
った。さらに 重 要 な 知 見 として、自 傷 行 動 は 行 動 の 重 篤
度 つ まりそ の 頻 度とは い か なる相 関 関 係もな か ったとい
うことで ある。この 結 果 は 、どのような「問 題 行 動 」に お い
てもそ の 機 能 と形 態 とは 別 個 のもの であり、さら に重 要
なこととして、観 察される「問 題 行 動 」の 形 態 や 強 度 によ
って、そ の 行 動 の 原 因 を推 測 することは で きない というこ
とであ る。
Carr  &  Wilder  (1998)は 、自傷 行 動 は 次 のような4 つ の
社 会 的 強 化 と自動 的 強 化 によって、強 化 され 維 持 され
てい るとした。“正 の 社 会 的 強 化"( 他 者 からの 注 日や 好
きな 事 物 や 好 きな活 動 の 出 現) 、“負の 社 会 的 強 化"( 課
題 か らの 逃 避・回 避) 、“正 の 自動 的 強 化"( 感 覚 的 刺 激
の 出 現・自己 刺 激) 、“負 の 自 動 的 強 化"( 不 快 な 身 体 刺
激 の 緩 和 などの 嫌 悪 刺 激 の 除 去) である。また、Durand(1987)
は 機 能 的コミュニケ ーション 行 動として、次の4 つ
の 機 能 に 分 類した。“要 求"( 好 きな 事 物 、好 きな 活 動 の
提 示: 正 の 強化「ちょうだい 、やりたい 」)、“ 注 目"( 注 意を
向 ける:社 会 的 強 化 に っち みて))、“逃 避"( 困 難 な 課 題
など嫌 悪 刺 激 からの 逃 避・回 避: 負 の 強化「い や 、したく
ない」)、“感 覚"( 身 体 的 快 感: 感 覚 強 化) である。
Jones(1987) は 、自傷 行 動 に は 、“ステレ オタイプ 型 自
傷 行 動"ど 自己 攻 撃 行 動" の2 つ の タイプ があることを指
摘した 。ステレ オタイプ 型 自傷 行 動 は 、反 復して 同じ形
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は 、自分 に対して 破 壊 的 な行 動を 示 すタイプ である。自
傷 行 動 の 頻 度 や 重 症 度 は 特 定 の文 脈 や 環 境 要 因 によ
って左 右 され るという。“社 会 的 自傷 行 動" ど 非 社 会 的
自傷 行 動" に分 けることもある。社 会 的 自傷 行 動とは 、社
会 的 場 面で 生 起し、自分 の頭 を 叩く、自分 を噛 む、自分
を 引っ掻く、眼を 扶る、つ ねる、髪 の 毛 を抜くなどがあり、
非 社 会 的 自傷 行 動 に は、口に 物 を 詰 める、物を 吸い 込
む などが 挙げ られ る。
自傷 行 動 の 実 験 的 機 能 分 析 が 好 ましくな い 場 合 が
あ るが 、そ れ らに対しては 、① 低 生 起 頻 度 行 動 に は 間
接 アセ スメント、記 述 アセ スメントを使 用 する、② 生 命 を
脅 かすような 行 動 として、異 食 や 眼 を挟 るな どの 重 篤 な
自傷 行 動 に は、保 護 器 具(ヘ ルメット、アイパッチ など)を
使うことで、機 能 分析 が可 能 になる場 合 がある。
Ⅲ.罰を使わないアプローチによる「問題行動」の対処
1. 適 切 行 動 支 援(PBS) と 早 期 介 入
1990 年 代 に 入り、「問 題 行 動 」に 対 する非 嫌 悪 手 続
きの 使 用 が い っ そ う推 奨 され るように なっ た(Horner,Dunlap,
 &  Koegel, 1990)。このような 経 緯 から、「問 題 行
動 」の機 能 に 着 目して、「問 題 行 動 」に代 替 する適 切 なコ
ミュニケ ー ション 行 動 を形 成 することによって、「問 題 行
動 」の 減 少 や 除 去 に 成 功し た研 究 が 数 多く報 告されて
きた 。そして、そ れ らの 集 大 成 ともい える適 切 行 動 支 援(positive
behavioral support: PBS) が展 開されるようにな
った(Koegel,  Koegel,  &  Dunlap, 1996)。
適 切 行 動 支 援 は 、1980 年 代 の 後 半 に 生ま れた。そ の
契 機 となった のは 、不 適 切 行 動 に対 する嫌 悪 的・侵 入
的 と批 難されるような対 処 に対 する懸 念 からであり、“最も
制 約 の 少な い 環 境(least restrictive environment)" や
“脱 施 設化(deinstitutionalization)"などの 社 会 状 況 の 影
響 や「問 題 行 動 」の機 能 の 理 解 に 関 連 する研 究 の成 果
の 集 積 が そ の 背 景 にある。適 切 行 動 支 援 は 、3つ の 主
要な 起 源 から 発 生した(Carr et al.,2002) 。そ れ らは 、
“人 間 中 心 の 価 値" 、“応 用行 動 分 析 学" 、“インクル ー シ
ョン 運 動" で あり、適 切 行 動 支 援 の理 念 は 、価 値 ある結
果 をもたらすこと、行 動 科 学として 実 証 されて いる手 続き
の使 用と システム変 更 の 統 合で あり、QOL の 向 上とそ の
結 果として、副 次 的 に「問 題 行 動」の 最 少 化 をもたらすこ
とを 目指して いる。
適 切 行 動 支 援 が 発 展 する契 機 になったの は 、後 述 す
るように 、適 切 行 動 支 援 の原 理 や 手 続 きがアメリカ 合 衆
国 連 邦 政 府 のIDEA( 障 害 児 教 育 法) や 州 の 法 律 の な
か に記 載 されたことによる。アメリカ 合 衆 国 の ほとんどの
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州 で、機 能アセ スメントと適 切 行 動 支 援 が 実 践 できるよう
に規 定され た。そして、障 害 のあ る幼 児 の早 期 介入 を 含
めて、そ の 有 効 性 が 実 証されて いる。
この 適 切 行 動 支 援 は 、繰 り返し 強 調 す れ ば 、「 問 題
行 動 」そのものを減 少させることにそ の目的 か おるの で は
なく、「問 題 行 動 」に 替 わる適 応 行 動 の 形 成 と拡 大 によ
って、行 動 問 題 をもって いる人 たち の社 会 生 活 に お けるQOL
を向 上させることに 重 点 を置 いて いる。そして また、
「問 題 行 動 」を 示 す人 だちとそ の 家 族 や 関 係 する人 だち
とい った 人 的 環 境 だ け で は なく、「問 題 行 動 」を示 す人
たちを取り巻く物 理 的 環 境 の 修 正 や 再 構 築 にも焦 点 を
置 いた 、前 方 向 視 的(proactive) な 包 括 的 なアプロ ー チ
であると言えよう。
2. 適 切 行 動 支 援(PBS) と 非 嫌 悪 行 動 支 援(NABS)
適 切 行 動 支 援 は 、QOL を向 上させ 引い ては「問 題 行
動 」を 減 少 させるた め に、教 育 や シ ステ ムを 変 更 す る方
法 つ まり環 境 の再 構 築を 行 う応 用 科 学で あり、一 人 ひ と
りの「問 題 行 動 」の 根 底 に ある原 因( す な わち 機 能) をア
セ スメントし、表 明され たニ ーズを満 た す ため に新 たな ス
キル を習 得 させ 、幸 福 を 増 強し、適 切 な方 法 の 使 用を
支 援 するように個 別 的 な介入 を行う、(Carr et al. , 2002)。
そ れ に 対 して 、非 嫌 悪 行 動 支 援(Non AversiveBehavior Support: NABS)
とは 、行 動 変 容 を するときに
苦 痛を与 えたり罰 を与える方 法 を使 わ ない。罰 を使 わ ず
に危 害を加 えない ような方 略で 、「問 題 行 動」を減 少させ
ようとす る。した がって、非 倫 理 的 で はな い 適 切な 方 法
で あると言 えよう。“悪 影 響 が ない こど 、“危 害 を及 ぼさ
ない こど に 焦 点を当て た 対 処 を重 視 する。
この“悪 影 響 を及 ぼさない" アプ ローチ は 、非 嫌 悪 行
動 支 援 の原 理 である。非 嫌 悪 行 動 支 援 で ぱ 罰 の 不 使
用" を 強 調 する。しかしそ の 結 果として、必 ずしも質 の 高
い 生 活などを求 めることはな い。非 嫌 悪 行 動 支 援 で は 、
グル ープ 作 業 でも、地 域 社 会 で の 作 業 に 際して嫌 悪 場
面 に 置くことは な い。適 切 行 動 支 援 と非 嫌 悪 行 動 支 援
を 比 較 すると、“人 に 配 慮"( ニ ーズ、家 族 、地 域 社 会 な
ど)対“ サービ スに 配 慮"( 資 金 、計 画 、プ ログラムな ど)、
“な ぜ"( な ぜ そ のように 行 動 するのか)対“どのように'(ど
うす れ ば「問 題 行 動 」が 減 少 で きるか) 、“ 地 域 社 会との
関 わりを広 げ 深 めるた めに はどうするが 対“危 険 が 多 い
地 域 社 会とは 最 少 に 触 れ るようにして、安 全 な 家 庭 で 多
くを 過 ご ず) 、“ 自分 のニ ーズを 自分で 満 た す ため に 教
育 や スキル 開 発 コミュニケ ー ション 方 略 などの方 法 を使
う"対“身 体 拘 束 などを手 際 よく適 用で きるように職 員 会
議 や 訓 練 などを 行 ゲ などである。
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3. 学 校 教 育 の な か の 適 切 行 動 支 援(PBS) と 肯 定
的 ア プ ロ ー チ
学 校 教 育 の なか でもこ れ まで、罰 の 使 用 による 不 適
切 行 動 へ の 対 処 が 行 われてい た。“ゼロトレランス( 寛 容
度 ゼロ)"もその 一 つ であろう。
親や 教 師 の 行 動 は 子どもの 行 動 に 大きな 影 響 を及 ぼ
す。学 級 で は 教 師 が 子どもたちの 行 動 の モデ ルとなる。
家 庭 で は 親 が モデ ルとなる。教 師 が 教 室 で 罰 に よって
子どもの「問 題 行 動」に対 処 すると、子どもはそ れ を モデ
ル として 罰 の 使 用を多 くしてしまう。家 庭 に お いても 最初
の子 どもへ の 介入 として 親 が 罰を 多 用 すると、子どもは そ
れを模 倣してしまう。
学 校 全 体 に 適 切 行 動 支 援(School-Wide PositiveBehavior Supports:SWPBS)
を 実 践 する試 み が 行 わ れて
い る。学 校 の 全 員 の児 童 生 徒を対 象 に、適 切 行 動 支 援
アプ ロー チ(Sugai  &  Homer,  2002) にもとづ いて、包 括
的 な 介 入を 計 画・実 施 する。効 果 的 な 行 動 支 援 の 連 続
体 モ デル に よって、学 校 内 で 起こる「問 題 行 動 」に 学 校
全 体 で 取り組 むた め の3 次 に わ たる予 防シ ステム が 作ら
れて い る。第1 次 の予 防 は 、とくに「問 題 行 動 」を 持 たな
い 全 校 の80 ～90% に 当たる児 童 生 徒 が対 象 であ る。第2
次 の 予 防 は 特 定 のグル ープ に 限 定した 介入 が 行 わ れ
るが 、全 校 の5 ～15% に 当たる「 問 題 行 動 」を引 き 起こす
可 能 性 のあ る児 童 生 徒 が 対 象であ る。特 定 の 個 人 に介
入する第3 次 の 介入で は 、F問 題 行 動 」の 常 習 児 童 生 徒
で ある1～7% が対 象となって、個 別 児 童シ ステム による対
処 が 行 わ れる。
学 校 全 体 に介入した「いじめ予 防プ ログラム」(Orpinas,Home,
 &  Staniszewski(2003) で は 、いじ め 予 防 チ ーム
が編 成され 、肯 定的 アプ ロ ーチ(positive approach) によ
って 学 校 環 境 を変 えることが 目指 され た。第1 次の 総 合
的 な 介入で は 、「問 題 行 動 」の 生 起の ベ ースライン 評 価
を行 い 、教 師 にいじめ につ い ての自覚 を促し 、明 確 な 学
校 の 価 値( 目標) をあ げ、これ らの 価 値 に 合 致し た校 則
を作 る。そして、そ の 校 則を 順 守 する手 がかりを 設 ける。
さらに 肯 定 的 な 学 校 の 雰 囲 気を 作り、適 切 行 動 に対し
ては 強化 を 随 伴させる。また、他 者 に対しで 悪 口を言う
などの 否 定 的 な 言い 方" では なく、“ほ めるなどの 肯 定 的
な 発 言" を するように 校 則 で 規 定 する。そして、児 童 生 徒
にコンフリクトを 解 決 するスキルを 教え 、教 師 にもコン フリ
クトを 解 決 する方 法 と学 級 経 営 を 訓練 する。














































だ けで はなく,そ の 周 囲 の 環 境 の 修 正 ，とりわけ 家 族 や　 証され た 教 育 や 支 援 の 方 法 や 技 術を 提 供 するだ け で
仲 間 集 団 を, 対 象 者 が 自立し質 の高 い 生 活を 維 持 で き　 は なく，障 害 のある人 だもの 日常 の 生 活 場 面で あ る 地
るように変 容して いく方 法を 提 供 す るまで になっ た。応　 域 社 会 のな かで, 可 能 な 限り自 立し た個 人 としての 生 活
用 行 動 分 析 学 の 倫 理 的 な 基 準 か らす れ ば, 今 で は 嫌　 を実 践 するため に必 要な 支 援 や サ ービ スの方 法や 技 術
悪 的 な 手 続 きや 限 定 的 介入 ，隔 離 するような方 略 を 採　 を 提 供 することであ ろう。生 涯 に わたる地 域 社 会 の な か
用 することはほ とんどない と言えよう。「問 題 行 動 」の ある　 で の一 貫し た支 援 システムのもとで，障 害 のあ る人 たち
子どもで あっても，頻 繁 に 身 体 拘 束 をされ たり隔 離 され　 白身 による自己 決 定や 自己 選 択 の 実 現 や, 可 能 な 限り
るようで あ れ ば, そ の 対 処 方 略 は 警 告を 受 けるべきであ　 拘 束され ない 環 境 の 保 障, そしてQOL や 生 活 スタイル の
り，また, 子 どもが 自 分 自身 を 傷 つ け たり誰 か に 傷 つ け　 向上 を目指 す 支 援 サ ービ スが重 視され よう。
られようとしたら，親や 教 師あ るい は サ ービ ス提 供 者 は ，　　 ノー マライゼ ーションや インクル ーションという社 会 的
子どもにとって 安 全 な 介 入を 即 時 に行 う責 任 か おる。そ　 な 思 潮 を 背 景 に ，スキナ ーが 小 説『ウォール デン・ツー 』
の 際 に, それ らの「問 題 行 動 」の機 能 につ い てのア セスメ　 で 実 現させ た ，正 の 強 化 で 構 築され た「罰 な き社 会」の
ントにもとづ い て 計 画され るIEP の 作 成 とそ の 実 施 が 重　 方 向 性を見 据 えながら志 向してい きたいと思う。
要 であろう。
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